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海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会

山
田

秀
明

開
催
地

札
幌
市

開
催
日

７
月
１
日

講
演

「
農
業
ビ
ッ
ク
バ
ン
の
経

済
学
」
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人

口
減
少
時
代
の
農
政
改
革
＝

講
師

経
済
産
業
研
究
所

上
席

研
究
員

山
下

一
仁

氏

日
本
の
農
業
は
１
９
６
０
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変

化
な
く
衰
退
を
続
け
て
お
り
、
食

料
安
全
保
障
に
必
要
な
農
地
面
積

も
、
戦
後

万

あ
っ
た
も
の
が
、

500

ha

宅
地
化
・
耕
作
放
棄
な
ど
に
よ
り
、

現
在

万

ま
で
減
少
し
て
い

461

ha

る
。ま

た
、
日
本
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
（
農
産
物
の
関
税
引
き
下

げ
）
に
対
し
例
外
（
重
要
品
目
）

を
主
張
す
る
と
、
消
費
量
の
５
％

相
当
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を

追
加
要
求
さ
れ
る
の
で
食
料
自
給

率
が
さ
ら
に
低
下
す
る
。
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
米
消
費

量
は
過
去

年
間
で
半
減
し
、
こ

40

の
現
状
で
推
移
す
る
と
、
２
０
５

０
年
頃
の
米
の
総
消
費
量
は
、
現

在
の

万
ト
ン
か
ら
、

万
ト
ン

900

350

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
ま
た
、
品
種
改
良
に
伴
い
反

収
が
増
加
す
る
た
め
生
産
調
整
の

拡
大
も
予
測
さ
れ
る
な
ど
、
大
幅

な
日
本
農
業
の
縮
小
に
繋
が
り
、

食
料
安
全
保
障
に
不
可
欠
な
農
地

資
源
の
減
少
が
問
題
視
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

日
本
農
業
の
改
革
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
米
需
要
を
国
内
需
要
だ
け

で
考
え
て
き
た
が
、
減
反
を
廃
止

し
、
米
が
増
産
に
よ
っ
て
米
価
が

下
が
り
、
所
得
補
償
（
直
接
支
払

い
）
を
行
い
な
が
ら
、
米
を
海
外

に
輸
出
す
る
な
ど
の
自
由
貿
易
こ

そ
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を
達

成
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
と

語
っ
て
い
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会

笹
木

正
文

講
演

「
政
局
展
望
」

講
師

白
鳳
大
学
法
学
部
教
授

福
岡

政
行
氏

過
日
（
７
月

日
）
行
わ
れ
た

11

参
議
院
選
挙
の

日
前
に
、
Ｔ
Ｖ

10

の
評
論
等
で
お
馴
染
み
の
福
岡
政

行
氏
が
「
政
局
展
望
」
と
題
し
て

の
講
演
を
公
聴
し
た
。

福
岡
氏
は
机
上
の
研
究
よ
り
も

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

何
事
も
現
場
を
観
察
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
実
証
的
政
治
学
の

研
究
を
し
て
い
る
。
展
望
の
内
容

は
、「
政
治
情
勢
が
流
動
的
で
あ
り

今
回
は
７
月

日
の
参
議
院
議
員

11

選
挙
以
降
混
乱
に
な
る
で
あ
ろ

う
」
と
予
測
し
、
１
人
区
で
は
民

主
党
は
厳
し
い
戦
い
に
な
る
と
語

っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
社

会
に
つ
い
て
は
、
人
口
が
減
っ
て

経
済
が
豊
か
に
な
る
国
は
な
く
、

高
齢
者
が
一
気
に
増
え
社
会
保
障

費
の
増
加
に
よ
り
財
政
は
危
機
的

状
況
に
な
る
と
言
う
。
ま
た
、
国

の
借
金
は
間
も
な
く
１
千
兆
円
を

超
え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

兆
円
の
ま
ま

500

推
移
す
る
と
判
断
し
て
い
た
。

沖
縄
問
題
で
鳩
山
前
首
相
が

「
最
低
で
も
県
外
」
と
言
っ
た
の
は

正
し
か
っ
た
が
、
彼
は
人
生
で
初

め
て
多
く
の
人
に
罵
倒
さ
れ
辞
め

る
決
断
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
。

菅
政
権
は
短
い
か
も
し
れ
な
い

が
政
治
空
白
は
許
さ
れ
ず
、
野
党

政
党
と
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
も
起
こ
り
え
る
と
語
っ
て
い

た
。福

岡
氏
の
講
演
か
ら
２
カ
月
余

り
経
っ
た
今
、
参
議
院
選
挙
そ
し

て
民
主
党
代
表
選
挙
も
終
わ
り
菅

首
相
の
続
投
が
決
ま
っ
た
。

さ
て
、
今
秋
以
降
の
政
局
は
ど

う
な
る
の
か
・
・
・
。

中
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
議
員
交
流
会平

澤

豊
勝

開
催
地

浦
臼
町

開
催
日

７
月
８
日

浦
臼
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
５

市
５
町
の
首
長
を
は
じ
め
議
員
な

ど

名
が
参
加
し
、
北
海
道
大
学

158
公
共
政
策
大
学
院
教
授
、
宮
脇
淳

氏
か
ら
「
分
権
、
道
州
制
議
論
と

基
礎
自
治
体
」
と
題
し
て
講
演
を

受
け
た
。

民
主
党
連
立
政
権
の
地
域
主
権

の
動
向
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
交
付
金
投
入
の
政
策
の

検
証
、
交
付
金
の
政
策
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
地
域
主
権
戦
略
大
綱
は
示
さ

れ
て
い
る
も
の
の
大
綱
内
容
は
従

来
議
論
か
ら
進
化
が
な
く
道
州
制

の
実
現
性
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

政
治
主
導
の
実
現
に
つ
い
て
も

霞
が
関
の
抵
抗
に
よ
っ
て
進
ん
で

い
な
い
気
が
す
る
。
ま
た
、
分
権

議
論
の
行
き
詰
ま
り
も
見
え
る
。

都
道
府
県
知
事
会
、
総
務
省
連
携

の
壁
、
中
央
集
権
に
よ
る
都
道
府

県
統
治
の
重
視
で
農
村
部
等
の
自

治
体
の
養
護
策
の
欠
如
が
上
げ
ら

れ
る
。
財
源
不
足
に
よ
る
消
費
税

の
問
題
、
総
務
省
と
財
務
省
は
対

立
す
る
こ
と
な
く
増
税
に
動
こ
う

と
し
て
い
る
。

社
会
保
障
費
は
、
目
的
税
化
に

な
る
か
今
後
議
論
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

地
方
か
ら
の
民
主
主
義
、
自
発

的
公
共
性
が
望
ま
れ
る
政
治
的
正

当
性
を
確
保
し
、
地
方
分
権
か
ら

地
域
主
権
へ
と
変
わ
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治

体
、
議
会
も
消
極
的
自
由
か
ら
積

極
的
自
由
へ
行
動
を
移
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。


